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9～11 日の 3 日間開催される姥神さんで町中を厳かに曳
き回される山車が現在も 13基存在する（図 1参照）．平
成 29 年には総人口が 8,000 人を割り込んだ小さな町に



























 姥神さんには，江差町の総人口の 4倍から 5倍もの観
光入込客があるという．下図 1は，2019年 8月の本祭 1
日目の下町巡行から姥神神社前に戻ってきた 13 基の山
車の一部である． 
図 1 神社前に集結した山車（田村昌弘氏撮影） 
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3．全町アンケートの町内別詳細分析 







称と平成 27年 10月 1日時点の町内人口と回収世帯数
を示している．特に町内人口が 100人台の 5基の山車
（5 町内）と町内人口が 500 人以上とかなり多い 4 基
の山車（計 9町内）に着目して分析を行っている． 
3.1山車を保有する町内の 3分類 








図 2 少数 5山車町内の山車と回答世帯数 
これに対して子どもを含む町内人口が多い 500 人以
上もいる 9町（以下，「多数 4山車町内」と称する）は，
下図 3 に示す,546 人の豊川町（豊榮山：昭和 63 年・
1988年製作），計 622人の陣屋町と海岸町の 2町（松寶
丸：弘化 2 年・1845 年製作・北海道指定文化財），計
896人の新地町と円山と緑丘の 3町（政宗山：平成 10
年・1998年製作），計 1,336人の柏町と南浜町と南が丘
の 3町（義公山：昭和 51年・1976年製作）である． 
 
 
図 3 多数 4山車町内の山車と回答世帯数 
また，少数 5山車町内と多数 4山車町内以外の 4町
（以下，「中間 4山車町内」と称す）は，下図 4に示す，
町内人口 249人の本町（清正山：昭和 27年・1952年製
作），297人の中歌町（蛭子山：明治 44 年・1911 年製
作），308人の新栄町（新栄山：昭和 30 年・1955 年製
















も高いのは，少数 5山車町内の約 18％であり，多数 4
山車町内の約 13％より 5 ポイントも高くなっている．







楠公山 ﾅﾝｺｳﾔﾏ    神攻山 ｼﾞﾝｺｳｻﾞﾝ 
【津花町】15世帯   【愛宕町】14世帯 
豊年山 ﾎｳﾈﾝﾔﾏ 源氏山 ｹﾞﾝｼﾞﾔﾏ 聖武山 ｼｮｳﾑｻﾝ  











清正山 ｾｲｼｮｳｻﾞﾝ   蛭子山 ｴﾋﾞｽﾔﾏ 新栄山 ｼﾝｴｲｻﾞﾝ  

































図 5 回答者の家族構成 
図 6 役職経験の有無 
属性に関する設問の最後に「山車巡行組織などで就
いたことがある役職全てに〇を付けて下さい」という
質問に対する 3分類別の回答は上図 6 の通りである．
































次の時代を担う中高生と 20 から 30 歳代がいないと
感じている回答者（住民）が半数以上いることを真摯
に受け止め，更なる現状分析を実施する必要がある． 



















































































































































4 山車町内で 60.8％，中間 4山車町内はかなり少なく
39.2％であった．下図 9 は，ではどんな課題があるの
かについての回答結果である． 































   図 10 期間中のおもてなし方 
3.7お祭りの現状と課題 
 下図 11は，姥神さんの現状と課題についての回答結
果である．優先順位 1 から 3 番まで記入してもらい 3
分類ごとにポイント化した割合をグラフ化している．   

































































































































 4 番目が深刻な少子高齢化であり，少数 5 山車町内
が 12.1％という最も高い結果になっている． 
3.8お祭りの将来 
 姥神さんの今後・将来についての設問に対する 3 分
類町内の回答結果は，下図 12のとおりである． 





に回答した町民が合計約 7割から約 9 割もいるという
結果となっている． 










   図 13 新幹線開業に伴う江差観光 
少数 5 山車町内の住民は，観光客を江差町に引き込
むために積極的な観光ＰＲや受け皿整備を進めるべき






























































































図 14 町外の学生や子ども達の参加 
多数 4 山車町内が 1．の大学生や若者にもっと参加
してほしいと回答した住民が 27.6％と最も高くなって





図 15 貴方にとって姥神さんとは 
結果として特筆すべき点は，多数４山車町内の住民


















3 分類別の年齢階層別人口の平成 17 年から 10 年間
の推移を図 16，図 17，図 18に示す． 
  図 16 少数 5山車町内の年齢階層別人口の推移 
























































































































0.0％ 5.0％ 15.0％ 25.0％ 
9．無回答 
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 図 18 中間 4山車町内の年齢階層別人口の推移 

























































図 19 最近の観光入込客動向 


















































































































 その一つに 2016 年江差町と相互協力に関する協定
を締結した北海道教育大学函館校の地域協働推進の取
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